
古文ドリル：「特殊・紛らわしい識別 まとめ」100問　解答・解説編

Q1．▶ 答え：ア　ク語法は上代語の名残。動詞＋く＝名詞化（〜すること）。

Q2．▶ 答え：イ　「言ふ」のク語法。「〜が言うことには」と引用を導く。

Q3．▶ 答え：ウ　「老ゆ」＋らく＝老いること。

Q4．▶ 答え：エ　「思ふ」のク語法。

Q5．▶ 答え：ア　「願ふ」のク語法＋は。祈願を導く。

Q6．▶ 答え：イ　「恐る」のク語法。現在は「たぶん」の副詞。

Q7．▶ 答え：ウ　形容詞「安し」のク語法。

Q8．▶ 答え：エ　言ふ→言はく。

Q9．▶ 答え：ア　上代語の名残。古い和歌・祝詞などに残る。

Q10．▶ 答え：イ　「曰く」＝いはく。

Q11．▶ 答え：ウ　「語る」のク語法。

Q12．▶ 答え：エ　いはく・思はく・老いらく・願はくは 等がク語法。

Q13．▶ 答え：ア　「やら」(不確か)＋「ん（む）」(推量)。

Q14．▶ 答え：イ　「ん（む）」は推量。

Q15．▶ 答え：ウ　「〜やあらん」＝〜であろうか。

Q16．▶ 答え：エ　「やら」は不確かさ・疑問。

Q17．▶ 答え：ア　「何やらん」＝何であろうか。

Q18．▶ 答え：イ　2語分解が鉄則。

Q19．▶ 答え：ウ　並べて不確かさを表す。

Q20．▶ 答え：エ　「ん」＝「む」の口語的表記。

Q21．▶ 答え：ア　「てにけり」が撥音便化したもの。

Q22．▶ 答え：イ　完了＋過去で、強調された完了の意。

Q23．▶ 答え：ウ　もとの形は「なるなり」。「なるなり」→撥音便「なんなり」→撥音無表記「ななり」と変化した

（エの「なんなり」は途中の形）。

Q24．▶ 答え：エ　「あるなり」の撥音便「あんなり」の無表記。

Q25．▶ 答え：ア　「ざるなり」→「ざんなり」→「ざなり」。

Q26．▶ 答え：イ　「たるなり」の撥音便。

Q27．▶ 答え：ウ　ラ変型連体形の撥音便＋「なり」は伝聞・推定。音を根拠にする。

Q28．▶ 答え：エ　撥音便＋「めり」は推定。

Q29．▶ 答え：ア　「ん」を書かない＝撥音便の無表記。

Q30．▶ 答え：イ　連体形ル→撥音便ん→無表記。

Q31．▶ 答え：ウ　キ→イ。イ音便。

Q32．▶ 答え：エ　ヒ→ウ。ウ音便。



Q33．▶ 答え：ア　チ→つ（っ）。促音便。

Q34．▶ 答え：イ　ビ→ん。撥音便。

Q35．▶ 答え：ウ　形容詞連用形ク→ウ。ウ音便。

Q36．▶ 答え：エ　ル→ん。撥音便。

Q37．▶ 答え：ア　発音上の変化。

Q38．▶ 答え：イ　キ→イ。形容詞のイ音便。

Q39．▶ 答え：ウ　自己の願望を表す終助詞相当。

Q40．▶ 答え：エ　存在・状態への願望。

Q41．▶ 答え：ア　未然形＋ばや＝自己願望。

Q42．▶ 答え：イ　未然形＋なむ＝他への願望（〜してほしい）。

Q43．▶ 答え：ウ　願望の助動詞。

Q44．▶ 答え：エ　願望の終助詞。

Q45．▶ 答え：ア　ともに自己願望。

Q46．▶ 答え：イ　未然形＋ばや。

Q47．▶ 答え：ウ　なむ＝係助詞／願望終助詞／な(完了ぬ未然)+む／ナ変未然+む。使役は無い。

Q48．▶ 答え：エ　「死ぬ」はナ変。死な＋む。

Q49．▶ 答え：ア　連用形＋な(完了ぬ)＋む＝確述（強意）。

Q50．▶ 答え：イ　係助詞なむ。結びは連体形。

Q51．▶ 答え：ウ　未然形＋なむ＝他への願望。

Q52．▶ 答え：エ　「〜にあり／にて／にこそ」は断定なりの連用形「に」。

Q53．▶ 答え：ア　副詞・形容動詞の一部。

Q54．▶ 答え：イ　ナ変「死ぬ・往ぬ」の連用形。

Q55．▶ 答え：ウ　「き」はサ変未然「せ」・カ変未然「こ」等に特殊接続。

Q56．▶ 答え：エ　伝聞推定なり＝終止形接続。断定なり＝体言・連体形接続。

Q57．▶ 答え：ア　ともに終止形接続の推定系。

Q58．▶ 答え：イ　らん＝らむ。

Q59．▶ 答え：ウ　けん＝けむ（過去推量）。

Q60．▶ 答え：エ　「見し」＝見＋き連体形「し」。ア・イの「し」は形容詞の活用語尾、ウの「し」は強意の副助

詞。

Q61．▶ 答え：ア　連用形＋ぬ＝完了。未然形＋ぬ＝打消「ず」の連体形。

Q62．▶ 答え：イ　未然形＋ね＝打消ず已然形（〜ねば）。

Q63．▶ 答え：ウ　係助詞なむは結び連体形。

Q64．▶ 答え：エ　打消が二つ＝強い肯定。

Q65．▶ 答え：ア　べし＋打消ず＝不可能・禁止。



Q66．▶ 答え：イ　やは・かは＝反語。

Q67．▶ 答え：ウ　副詞「な」＋終助詞「そ」＝禁止。

Q68．▶ 答え：エ　係り結び「こそ…已然形」で文が続くと逆接。

Q69．▶ 答え：ア　確かな根拠に基づく推定。

Q70．▶ 答え：イ　ましかば…まし＝反実仮想。

Q71．▶ 答え：ウ　「せたまふ」等、下接尊敬で尊敬（最高敬語）。

Q72．▶ 答え：エ　心情語＋る・らる＝自発（自然と〜される）。

Q73．▶ 答え：ア　場所・時・対象を示す「に」は格助詞。

Q74．▶ 答え：イ　「にあり・にて・にこそ」の「に」は断定。

Q75．▶ 答え：ウ　「AをしてVしむ」＝Aに（命じて）Vさせる。

Q76．▶ 答え：エ　「散歩がてら」。

Q77．▶ 答え：ア　「散りがてに」＝散りかねて。

Q78．▶ 答え：イ　「〜ながら」が逆接になる用法。

Q79．▶ 答え：ウ　反復・継続を表す接続助詞。

Q80．▶ 答え：エ　だに＝類推・最小限。

Q81．▶ 答え：ア　さへ＝添加。

Q82．▶ 答え：イ　視覚推定。

Q83．▶ 答え：ウ　音を根拠にする伝聞・推定の「なり」。

Q84．▶ 答え：エ　ともに願望の助動詞。

Q85．▶ 答え：ア　完了（強意）＋推量・可能。

Q86．▶ 答え：イ　ぞ・なむ・や・か→連体形。

Q87．▶ 答え：ウ　こそ→已然形。

Q88．▶ 答え：エ　未然形＋ばや＝自己願望。

Q89．▶ 答え：ア　終止形接続の現在推量。

Q90．▶ 答え：イ　連用形接続の過去推量。

Q91．▶ 答え：ウ　未然形接続。反実仮想。

Q92．▶ 答え：エ　推定系は終止形接続。

Q93．▶ 答え：ア　係助詞なむは結び連体形。省略もある。

Q94．▶ 答え：イ　「てけり・てき・てむ」の「て」は完了「つ」連用形。

Q95．▶ 答え：ウ　副詞「な」＋終助詞「そ」＝やわらかい禁止。

Q96．▶ 答え：エ　き＝カ変・サ変には特殊接続。

Q97．▶ 答え：ア　まじ＝打消推量・意志・禁止・不可能・不適当。願望は無い。

Q98．▶ 答え：イ　確かな根拠の推定。

Q99．▶ 答え：ウ　下接尊敬で尊敬（二重尊敬）。



Q100．▶ 答え：エ　接続助詞。


